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が
発
生
し
、
８
月
の
宮
崎
県
日
向
灘
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
1
の
地

震
発
生
の
際
に
は
、
気
象
庁
に
お
い
て
は

じ
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

各
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
と
し
て
、
防
災
体
制
の
強
化

や
住
宅
の
耐
震
化
促
進
に
向
け
た
施
策
の

推
進
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

啓
発
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組

み
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
町
村
づ
く
り
に

向
け
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

村
間
の
連
携
や
、
県
と
の
協
力
を
さ
ら
に

深
め
な
が
ら
、
共
に
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
を
築
い
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
11
月
に
発
足
し
た
第
二
次
石
破

内
閣
で
は
、「
地
方
こ
そ
成
長
の
主
役
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
応
じ
て
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
日
本
経
済
成
長
の
起
爆
剤

と
し
て
大
規
模
な
地
方
創
生
策
を
講
じ
る

た
め
、「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
今
後
10
年
間
集

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
」
や
９
月
に
発
生
し
た

「
奥
能
登
豪
雨
」
な
ど
、
自
然
災
害
が
相

次
ぎ
、
多
く
の
方
々
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
地
域
の
皆

様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
平
穏
な

日
常
の
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
続
き
、

４
月
に
は
豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る
地
震

中
的
に
取
り
組
む
基
本
構
想
を
策
定
す
る

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
昨
年

は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

が
施
行
さ
れ
て
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
重
要
な
節
目
を
機
に
、
次
の
10

年
に
向
け
た
地
域
経
済
の
再
生
や
人
口
減

少
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。 

私
た
ち
町
村
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
複
雑
化
す
る

社
会
情
勢
や
町
村
固
有
の
課
題
に
対
し
て
、

柔
軟
か
つ
実
効
性
の
あ
る
対
応
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
県
や
全
国
町
村
会
を

は
じ
め
、
多
様
な
関
係
機
関
と
連
携
を
深

め
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
に
加
え
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
提
言
・
要
望

活
動
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
２
０
２
５
年
が
、
町
村
に
と
っ

て
さ
ら
な
る
発
展
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
町
村
長
の
皆

様
や
関
係
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

謹  

賀  

新  

年

高
知
県
町
村
会

会　

長	

池　

田　

三　

男

（
高
岡
郡
津
野
町
長
）

副
会
長	

小　

田　

保　

行

（
高
岡
郡
越
知
町
長
）

　

〃　
　

 （　

空
席　

）

理　

事	

山　

﨑　
　
　

出

（
安
芸
郡
馬
路
村
長
）

　

〃	

和　

田　

知　

士

 （
土
佐
郡
大
川
村
長
）

　

〃	

片　

岡　

雄　

司

（
高
岡
郡
佐
川
町
長
）

　

〃	

大　

西　

勝　

也

 （
幡
多
郡
黒
潮
町
長
）

監　

事	

和　

田　

守　

也

（
土
佐
郡
土
佐
町
長
）

　

〃	

岡　

田　

順　

一

（
幡
多
郡
大
月
町
長
）

常
務
理
事	

笹　

岡　

貴　

文

（
町
村
会
事
務
局
長
）

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在

高
知
県
町
村
会
長

    

池 
田 
三 
男

新
年
の
ご
挨
拶
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上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
日
本
各
地
で
巨
大
地

震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
の

不
作
な
ど
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

高
知
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
同
様
の
被

害
が
発
生
し
、
県
下
各
地
に
お
い
て
多

大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
今
後
も
続
く
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
昨
年
末
よ
り
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆

様
に
は
充
分
な
対
策
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高
知
県
は
全
国
に
先
駆
け
て
人
口
自

然
減
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、

中
山
間
地
域
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
課
題
解
決
に
は
若
い
世
代
が
地

域
に
残
り
、
結
婚
し
て
子
育
て
が
安
心

し
て
で
き
る
基
盤
整
備
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

各
町
村
議
会
に
お
い
て
、
議
員
の
な

り
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
、

地
方
か
ら
の
提
言
や
発
信
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
現
状
に
お
い

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
各
町
村
議
会
議
長
、
議

員
各
位
並
び
に
議
会
事
務
局
の
皆
様
に

は
、
当
会
の
運
営
に
、
一
方
な
ら
ぬ
ご

尽
力
と
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
皆
様
に
は
、
地
域
の

課
題
克
服
に
向
け
て
、
日
々
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
感
謝
を
申
し

て
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
を
中
心
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
今
後
も
高
知
県
や
各
町
村

議
会
と
充
分
な
連
携
を
図
り
、「
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
山
間
地
域
で

の
医
療
・
福
祉
施
策
の
充
実
・
強
化
を

図
る
こ
と
」、「
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
の
た
め
の
安
定
的
か
つ
充
分
な
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
」、「
交
通
基
盤
の
整

備
促
進
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
」、「
中

山
間
で
の
農
林
水
産
業
の
振
興
を
推
進

す
る
こ
と
」
な
ど
の
提
言
や
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

謹  

賀  

新  

年

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

会　

長　

筒
井　

公
二
（
い 

の 

町
）

副
会
長　

岩
垣　

實
男
（
北 

川 

村
）

　

〃　
　

池
田　
　

雄
（
日 

高 

村
）

理　

事　

佐
竹　

正
利
（
安 

田 

町
）

　

〃　
　

五
味　

隆
仁
（
馬 

路 

村
）

　

〃　
　

岩
本　

誠
生
（
本 

山 

町
）

　

〃　
　

和
田　

賢
二
（
土 

佐 

町
）

　

〃　
　

中
城　

重
則
（
中
土
佐
町
）

　

〃　
　

松
浦　

隆
起
（
大 

月 

町
）

監　

事　

福
島　
　

登
（
東 

洋 

町
）

　

〃　
　

安
岡　

邦
彦
（
大 

月 

町
）

参　

与　

笹
岡　

貴
文　

　
　
　
　
　
　
（
議
長
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　

 

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在

高
知
県
町
村
等
監
査
委
員

協
議
会

会　

長　

松
岡　

浩
司
（
大 

豊 

町
）

副
会
長　

濱
中　

芳
久
（
奈
半
利
町
）

理　

事　

弘
田　

賀
䡄
（
東 

洋 

町
）

　

〃　
　

西
岡　

恒
雄
（
田 

野 

町
）

　

〃　
　

和
田　

常
男
（
大 

川 

村
）

　

〃　
　

吉
岡　

國
弘
（
仁
淀
川
町
）

　

〃　
　

結
城　

善
晴
（
中
土
佐
町
）

　

〃　
　

松
田　

博
和
（
黒 

潮 

町
）

監　

事　

西
山　

明
広
（
安 

田 

町
）

　

〃　
　

上
田　

益
英
（
佐 

川 

町
）

　
　
　
　
　
　
　

 

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在

新
年
の
ご
挨
拶

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
長
　

    

筒 
井 
公 
二
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西
戦
略
の
拠
点
と
な
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
と
さ
と
さ
」
が
大
阪
梅
田
に
オ
ー
プ

ン
し
、
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県

内
全
線
で
事
業
化
が
決
定
す
る
な
ど
、
県

民
の
皆
さ
ま
に
実
感
い
た
だ
け
る
成
果
が

着
々
と
表
れ
て
き
た
１
年
で
し
た
。

一
方
で
、
人
口
減
少
対
策
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
の
ほ
か
、
長
期
化
す
る
物
価

高
騰
や
深
刻
な
人
手
不
足
へ
の
対
応
な
ど

の
課
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
本

年
も
引
き
続
き
「
共
感
と
前
進
」
を
基
本

姿
勢
と
し
、
県
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

重
ね
、
県
政
に
対
す
る
共
感
を
得
な
が
ら
、

一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
で
き
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

問
題
の
克
服
に
向
け
て
は
、
昨
年
３
月
に

策
定
し
た
「
元
気
な
未
来
創
造
戦
略
」
に

基
づ
き
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
若
年
人
口

の
減
少
数
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
の
目
標
の
達

成
に
向
け
、
若
者
や
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
移
住
促
進
や
男
女
が
分
担
し
て
家

事
や
育
児
を
行
う
「
共
働
き
・
共
育
て
」

の
推
進
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
年
人
口
や
出
生
数

は
中
山
間
地
域
を
中
心
に
な
お
減
少
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
を
早
期
に
食
い
止

め
る
た
め
、
本
年
は
「
若
者
や
女
性
に
選

ば
れ
る
高
知
」
を
目
指
し
て
、
大
き
く
４

つ
の
方
向
性
で
施
策
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

１
つ
目
は
、
若
者
の
所
得
向
上
で
す
。

県
内
の
若
者
定
着
を
図
る
と
同
時
に
、
結

婚
や
子
育
て
を
希
望
す
る
方
を
後
押
し
す

る
た
め
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
規
化

や
企
業
の
生
産
性
向
上
な
ど
、
所
得
の
引

上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、
移
住
や
定
住
対
策
の
充
実

で
す
。
移
住
者
数
は
年
々
増
加
す
る
一
方

で
転
出
者
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
転

職
に
よ
る
県
外
流
出
の
抑
制
や
地
域
へ
の

理
解
と
愛
着
を
深
め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
な
ど
、
社
会
増
減
の
改
善
に
向
け
、

若
者
を
対
象
と
し
た
定
住
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

３
つ
目
は
、
多
様
な
出
会
い
の
機
会
の

拡
充
で
す
。
出
生
数
に
影
響
を
与
え
る
婚

姻
数
の
増
加
に
向
け
て
、
若
者
や
女
性
の

ご
意
見
も
踏
ま
え
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
結

婚
を
前
提
と
し
な
い
交
流
機
会
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
ま
す
。

４
つ
目
は
、「
共
働
き
・
共
育
て
」
の

推
進
で
す
。
そ
の
原
動
力
と
な
る
男
性
の

育
休
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、
職
場
や
地

域
へ
の
周
知
啓
発
や
事
業
者
が
行
う
両
親

学
級
の
開
催
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
県
民

運
動
の
一
層
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
の

が
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
市
町
村
の
皆

さ
ま
と
の
連
携
協
調
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
市
町
村
政
と
の
連
携
協
調
の
下
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
住
民
の
皆
さ
ま
方
か

ら
の
共
感
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
人
口
減

少
対
策
を
含
め
た
各
分
野
の
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
と
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た

さ
ら
な
る
町
勢
・
村
勢
の
浮
揚
が
実
現
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
知
家
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
県
政
の
推
進
に
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
本
県
出
身
の
選
手
が
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
高
知
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ
が
悲
願
の
Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
を

果
た
す
な
ど
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
夢
と
希

望
、
そ
し
て
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
県
政
に
関
し
て
は
、
７
月
に
関

高
知
県
知
事

    

濵 
田 
省 
司

年
頭
所
感
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令
和
６
年
12
月
26
日
、
池
田
三
男 

高
知

県
町
村
会
長
（
津
野
町
長
）
及
び
筒
井
公
二 

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
長
（
い
の
町
議
会

議
長
）
は
、
去
る
６
年
９
月
24
日
に
愛
媛
県

に
て
開
催
の
「
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

会
」
に
お
い
て
満
場
一
致
で
可
決
し
た
「
地

方
財
政
の
充
実
・
強
化
及
び
地
方
創
生
の
推

進
に
つ
い
て
」「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
及

び
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
ほ

か
５
項
目
の
決
議
及
び
「
参
議
院
選
挙
の
合

区
の
見
直
し
に
関
す
る
特
別
決
議
」
ほ
か
１

項
目
の
特
別
決
議
の
実
現
に
向
け
、
濵
田
省

司 

高
知
県
知
事
を
は
じ
め
、
所
管
部
長
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

今
回
の
要
望
活
動
で
は
発
生
が
刻
一
刻
と

迫
っ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
対
策
を
は

じ
め
、
町
村
の
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
対
策

に
も
繋
が
る
地
方
創
生
の
推
進
等
、
県
内
の

町
村
が
抱
え
る
重
要
な
課
題
の
実
現
方
に
向

け
、
熱
心
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

要
望
事
項
及
び
要
望
先
は
下
記
の
と
お
り
。

四
国
四
県
町
村
長・議
長
大
会
決
議
事
項
を

濵
田
県
知
事
、県
所
管
部
長
に
要
望

松岡総合企画部長への要望 横地土木部長への要望

要望事項：決議

・地方税財政の充実・強化及び地方創生の推進について
・医療・福祉施策の充実・強化について
・南海トラフ地震対策及び防災・減災対策の推進について
・四国地方の交通基盤の整備促進について
・農林水産業・地域の活力創造について
・脱炭素社会の実現に向けて

要望事項：特別決議

・参議院選挙の合区の見直しに関する特別決議
・四国新幹線の整備促進に関する特別決議

要 望 先

 濵田　省司　知事
 松岡　孝和　総合企画部長
 三浦　謙一　危機管理部長
 中嶋　真琴　健康政策部長
 西森　裕哉　子ども・福祉政策部長
 合田　和穂　産業振興推進部長
 松村　晃充　農業振興部長
 西村　光寿　林業振興・環境部長
 濱田美和子　水産振興部長
 横地　和彦　土木部長
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当
選
首
長
の
紹
介

【
経
歴
】

帝
京
大
学
法
学
部
　
卒
業

平
成
元
年 

４
月
　
芸
西
村
役
場
　
就
職

平
成
25
年 

11
月
　
経
済
建
設
課
長

平
成
30
年 

４
月
　
土
木
環
境
課
長

令
和
４
年 

４
月
　
総
務
課
長

令
和
６
年 

６
月
　
芸
西
村
役
場
　
退
職

令
和
６
年 

11
月
　
芸
西
村
長
就
任

現
在
に
至
る

高
知
県
副
町
村
長
会
は
、
令
和
６
年
11
月

12
日
、
奈
半
利
町
の
町
民
会
館
に
お
い
て
、

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
」

を
テ
ー
マ
に
第
３
回
県
内
研
修
会
を
開
催
し
、

21
名
の
副
町
村
長
が
参
加
し
た
。

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
」

と
は
、
地
域
人
口
が
急
減
す
る
地
域
に
お
い

て
、
地
域
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て
年
間
を

通
じ
た
仕
事
を
創
出
し
、
組
合
で
雇
用
し
た

移
住
者
な
ど
の
職
員
を
事
業
者
に
派
遣
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
を
確
保
す
る
取
り

組
み
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、

令
和
２
年
６
月
に
施
行
さ
れ
、
高
知
県
内
で
は
、

芸
西
村
長

　
松
本
　
巧 

氏
（
57
）

こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多

く
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
芸
西
村

長
に
就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
小
さ
く
て
も
元
気
で
輝
く
む
ら
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
育
て
の
応
援
や
農
業
振
興
、

高
齢
者
支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
村
民
の
誰

も
が
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
て
る
村
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高知県副
町村長会

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み
を
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
県
副
町
村
長
会 

第
３
回
県
内
研
修
会
開
催

東
洋
町
と
馬
路
村
の
２
町
村
に
お
い
て
組
合

が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

研
修
会
は
、
西
村
新
一 

会
長
（
梼
原
町

副
町
長
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
開
催

地
の
竹
﨑
和
伸 

奈
半
利
町
長
よ
り
歓
迎
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

研
修
に
移
り
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
馬
路
村

地
域
振
興
課
の
徳
廣
課
長
と
井
上
主
幹
か
ら

「
馬
路
村
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
設
立
の
背
景

や
事
業
開
始
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
運
営
の
メ

リ
ッ
ト
や
課
題
な
ど
を
詳
し
く
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。

続
い
て
、
東
洋
町
の
長
﨑
町
長
、
総
務
課

の
東
主
幹
、
そ
し
て
特
定
地
域
づ
く
り
バ
ツ

グ
ン
協
同
組
合
の
嶋
田
事
務
局
長
が
「
東
洋

町
特
定
地
域
づ
く
り
バ
ツ
グ
ン
協
同
組
合
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
事
業
の

詳
細
や
移
住
対
策
も
兼
ね
た
高
知
県
人
口
減

少
対
策
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み

や
地
域
へ
の
波
及
効
果
な
ど
を
詳
し
く
ご
説

明
い
た
だ
い
た
。

両
町
村
の
先
進
的
な
実
例
を
も
と
に
参
加

者
と
講
師
の
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
各

地
域
で
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
具
体
的
な
事
例
を
学
ぶ
有
意
義
な
機
会

と
な
り
、
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
感
想
や
意

見
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
非
常
に
充
実
し
た

研
修
と
な
っ
た
。

歓迎の挨拶をする
奈半利町竹﨑町長

開会の挨拶をする
西村会長

馬路村の講演の様子

東洋町の講演の様子
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令
和
６
年
11
月
20
日
、
池
田
三
男 

町
村

会
長
（
津
野
町
長
）
及
び
小
田
保
行 

町
村

会
副
会
長
（
越
知
町
長
）
は
、
全
国
町
村
長

大
会
（
同
日
開
催
）
で
採
択
さ
れ
た
大
会
要

望
、
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
緊
急

要
望
、
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
要
望

事
項
及
び
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協

議
会
要
望
事
項
を
県
選
出
国
会
議
員
に
要
望

し
た
。

令
和
6
年
11
月
19
日
、
吉
田
尚
人 

過
疎

地
域
部
会
長
（
梼
原
町
長
）、
池
田
牧
子 

市

町
村
山
村
振
興
部
会
長
（
い
の
町
長
）
及
び

上
村
誠 

ダ
ム
・
発
電
関
係
部
会
長
（
北
川

村
長
）
は
、
過
疎
対
策
関
係
、
山
村
振
興
関

係
、
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
振
興
対
策
等

に
関
す
る
要
望
事
項
（
左
記
参
照
）
を
県
選

出
国
会
議
員
に
要
望
し
た
。

【
要
望
事
項
】

１
．
令
和
７
年
度
過
疎
対
策
関
係
政
府
予
算
・

施
策
に
関
す
る
決
議
・
要
望

２
．
山
村
振
興
法
の
改
正
に
関
す
る
要
望

３
．
令
和
７
年
度
山
村
振
興
関
連
予
算
・

施
策
に
関
す
る
要
望

４
．
令
和
７
年
度
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村

振
興
対
策
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

要
望

５
．
令
和
７
年
度
観
光
地
対
策
関
係
政
府

予
算
及
び
背
策
に
関
す
る
要
望

山崎正恭衆議院議員への要望

尾﨑正直衆議院議員への要望

梶原大介参議院議員への要望

中西祐介参議院議員への要望

尾﨑正直衆議院議員への要望

全
国
町
村
長
大
会
決
議
事
項
、四
国
四
県
町
村
長・議
長

大
会
決
議
事
項
等
を
県
選
出
国
会
議
員
に
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
知
県
町
村
会

過
疎
対
策
関
係
、山
村
振
興
関
係
、ダ
ム・発
電
関
係

市
町
村
振
興
対
策
関
係
の
要
望
事
項
を
県
選
出
国
会

議
員
に
要
望　
　
　

 　

  

高
知
県
地
域
振
興
総
合
協
議
会
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自
治
功
労
者
表
彰
本
県
か
ら
１
名

　
　
　
　
　
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
開
催

第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
が
10
月
31
日
、
香
川

県
の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
で

開
催
さ
れ
、
高
知
県
内
23
町
村
の

町
村
議
会
議
員
、
識
見
監
査
委

員
及
び
町
村
議
会
事
務
局
長
等

１
５
９
名
が
参
加
し
た
。

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
長

の
井
下
会
長
（
香
川
県
町
村
議
会

議
長
会
長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

規
程
に
基
づ
く
自
治
功
労
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
井
下
会
長
か
ら
各

県
の
受
賞
者
代
表
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。

受
賞
者
の
各
県
内
訳
は
、
愛
媛

県
４
名
、
高
知
県
１
名
（
後
記
）
で

あ
っ
た
。（
徳
島
県
、
香
川
県
は
受

賞
者
な
し
）

表彰を受ける岡村議員（佐川町議会）

四国地区町村議会議長会
表彰規程に基づく自治功労者表彰

 【高知県受賞者】

　岡　村　統　正 （佐川町議会議員）

高知

研修会の様子
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り
行
わ
れ
て
い
る
。

筒
井
会
長
は
、
ふ
る
さ
と
高
知
を
遠
く
離

れ
た
地
で
、
国
や
ご
家
族
の
安
泰
と
平
和
を

念
じ
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
の
御
霊

に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、「
土
佐

之
塔
」
建
立
以
来
、
施
設
の
管
理
及
び
清
掃

に
日
々
、
意
を
尽
く
さ
れ
、
お
守
り
い
た
だ

い
て
い
る
八
重
瀬
町
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼

の
意
を
申
し
上
げ
た
。

ま
た
、
前
日
の
17
日
に
は
沖
縄
県
護
国
神

社
を
訪
問
し
、
戦
没
者
の
慰
霊
と
世
界
平
和

を
祈
願
し
た
。

消
防
団
員
の
安
全
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

　
令
和
6
年
度 

消
防
団
員
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー
開
催

沖
縄「
土
佐
之
塔
」慰
霊
祭
に
出
席

研修の様子

指差し唱和を指導する山下講師

令
和
６
年
11
月
18
日
、
沖
縄
県
八
重
瀬
町

に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
沖
縄
「
土
佐
之

塔
」
慰
霊
祭
に
筒
井
会
長
（
い
の
町
議
会
議

長
）
及
び
笹
岡
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

八
重
瀬
町
の
「
具
志
頭
の
丘
」
は
高
知
県

出
身
の
戦
没
者
に
ゆ
か
り
の
深
い
第
二
次
世

界
大
戦
の
戦
跡
で
あ
り
、
沖
縄
戦
と
南
方
諸

地
域
で
散
華
さ
れ
た
ご
英
霊
に
追
悼
の
誠
を

捧
げ
る
た
め
に
県
民
の
浄
財
と
仁
淀
川
か
ら

運
ん
だ
石
材
で
昭
和
41
年
11
月
に
「
土
佐
之

塔
」
が
建
立
さ
れ
た
。

建
立
以
来
、
公
益
財
団
法
人
高
知
県
遺
族

会
の
主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
が
毎
年
11
月
に
執

指
導
員
の
山
下 

聰
（
や
ま
し
た 

さ
と
し
）

氏
を
講
師
に
招
き
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

山
下
講
師
は
、
実
体
験
に
基
づ
く
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
団
員
の
公
務
災
害

を
防
ぐ
た
め
、
幹
部
団
員
が
し
っ
か
り
と
し

た
安
全
哲
学
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
、
地
道

な
努
力
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
き
、
参

加
者
も
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
講
義
に

耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、
講
義
終
了
後
も
参
加

者
か
ら
の
質
問
に
山
下
講
師
が
丁
寧
に
回
答

す
る
な
ど
、
非
常
に
学
び
の
多
い
研
修
と

な
っ
た
。

令
和
6
年
12
月
17
日
、
高
知
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
（
管
理
者　

池
田
三
男 

津
野

町
長
）
は
、
高
知
県
自
治
会
館
に
お
い
て

「
消
防
団
員
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
、
県
内
の
消
防
団
幹
部
団
員
及
び
事
務
担

当
者
55
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
消
防
団
員
の
安
全
確

保
と
健
康
増
進
の
重
要
性
の
認
識
及
び
理
解

を
深
め
、
消
防
団
員
全
体
へ
の
啓
発
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
共
済
基
金
（
消
防
基
金
）
と
の
共
催
で

開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
消
防
基
金
か

ら
Ｓ

―

Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
消
防
団
危
険
予
知
訓
練
）

追悼の誠を捧げる筒井会長

沖縄「土佐之塔」
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高知県町村議会議員報酬調べ
（令和 7 年１月１日現在）

人口
段階
区分

町 村 名
議  員  報  酬 （月額）

議   長 副 議 長 常任委員長 議運委員長 議   員

二
千
人
未
満

大 川 村 232,000 175,000 161,000 161,000 155,000
馬 路 村 250,000 200,000 180,000 180,000 175,000
北 川 村 300,000 240,000 230,000 230,000 220,000
三 原 村 237,000 189,000 177,000 177,000 170,000

4 村

小 　 計 1,019,000 804,000 748,000 748,000 720,000
平 　 均 254,750 201,000 187,000 187,000 180,000

五
千
人
未
満

二
千
人
以
上

東 洋 町 233,000 191,000 174,000 174,000 163,000
安 田 町 236,000 195,000 185,000 185,000 170,000
田 野 町 238,000 192,000 176,000 176,000 165,000
奈 半 利 町 233,000 190,000 176,000 176,000 164,000
大 豊 町 268,000 214,000 199,000 199,000 192,000
本 山 町 261,000 214,000 201,000 201,000 190,000
梼 原 町 270,000 240,000 230,000 230,000 220,000
土 佐 町 263,000 213,000 199,000 213,000 190,000
芸 西 村 236,000 192,000 176,000 176,000 164,000
大 月 町 244,000 196,000 181,000 181,000 175,000
仁 淀 川 町 252,000 204,000 190,000 190,000 181,000
日 高 村 279,000 223,000 208,000 208,000 201,000
越 知 町 243,000 199,000 184,000 184,000 179,000

13
町村

小 　 計 3,256,000 2,663,000 2,479,000 2,493,000 2,354,000
平 　 均 250,462 204,846 190,692 191,769 181,077

一
万
人
未
満

五
千
人
以
上

津 野 町 250,000 200,000 180,000 180,000 175,000
中 土 佐 町 254,000 201,000 191,000 191,000 182,000
黒 潮 町 254,000 202,000 187,000 187,000 180,000
小 　 計 758,000 603,000 558,000 558,000 537,000

３ 町 平 　 均 252,667 201,000 186,000 186,000 179,000
二
万
人
未
満

一
万
人
以
上

佐 川 町 269,000 213,000 194,000 194,000 189,000
四 万 十 町 310,000 270,000 265,000 265,000 250,000
小 　 計 579,000 483,000 459,000 459,000 439,000

２ 町 平 　 均 289,500 241,500 229,500 229,500 219,500

以
上

二
万
人

い の 町 305,000 237,000 222,000 222,000 214,000
小 　 計 305,000 237,000 222,000 222,000 214,000

１ 町 平 　 均 305,000 237,000 222,000 222,000 214,000

23
町村

合 計 5,917,000 4,790,000 4,466,000 4,480,000 4,264,000
平 均 257,261 208,261 194,174 194,783 185,391

※  土佐町議会運営委員会委員長は副議長が兼務　



11



12


